
令和８年度　　　　 業 務 委 託 仕 様 書 市単

委 託 業 務 名

委 託 箇 所

路 河 川 名 称

事　　業　　名

業 務 大 要

業務内容　・漏水修繕

　　　　　・配・給水管等の切回修繕

　　　　　・制水弁筺室の嵩上げ・下げ修繕

　　　　　・不動量水器の取替え

要員構成　平日　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　R９,１０年　　２４３、２４２日

　　　　　　　　　　　　　　　業務総括要員　　　　　　　１名　　　

　　　　　　　　　　　　　　　特殊作業員　　　　　　　　２名　              　　　

　　　　　　　　　　　　　　　特殊運転手　　　　　　　　２名　　　        

　　　　　　　　　　　　　　　一般運転手　　　　　　　　２名　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　交通誘導員　　　　　　　　１名

休日等                        

(土・日・祝日・年末年始）　　 R９,１０年　　１２３、１２３日

　　　　　　　　　　　　　    受付員　　　　　　　　　　１名

　　　　　　　　　　　　  　　特殊作業員　　　　　　　　１名　　

　　　　　　　　　　　　　　　特殊運転手　　　　　　　　１名

夜間　　　　　　　　　　　　　受付員　　　　　　　　　　１名

◎車両…重機等（常駐）

　車両…５台

　重機…２台

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春日部市上下水道部

水道施設保守管理業務委託(令和8年度）

春日部市水道事業給水区域内及び市外給水箇所



変更理由

備　　　　考

地区 （0001） 県南

単価適用年月 （Ｒ0809） 令和8年9月

自 至

日　数

変　　更 至

経費適用年月 　令和8年9月

業務コード 大コード

春日部市上下水道部

令和9年4月1日 令和11年3月31日

当初金額 変更金額

業務委託価格

消費税相当額

合計

業務委託価格

消費税相当額

合計

請負増減額

小コード

履行期間
当　　初

設　　　計

請　　　負



総　括　表
(R9+R10)



費目 工種 種別 細別 単位 数量 単価 金額 摘要

保守管理

業務委託費

直接業務費

委託要員費 式 1 R9+R10

機械損料 式 1 R9+R10

機械燃料費 式 1 R9+R10

安全費 式 1 R9+R10

直接業務費計 R9+R10

共通仮設費

共通仮設費 式 1

共通仮設費計

純委託費

現場管理費 式 1

業務委託原価

一般管理費 式 1

業務委託価格

消費税相当額 式 1

業務委託費

総括表(R9+R10)



内　訳　表
(R9)



費目 工種 種別 細別 単位 数量 単価 金額 摘要

保守管理

業務委託費

直接業務費

委託要員費 式 1 第1号内訳明細書

機械損料 式 1 第2号内訳明細書

機械燃料費 式 1 第3号内訳明細書

安全費 式 1 第4号内訳明細書

直接業務費計

共通仮設費

共通仮設費 式 1

共通仮設費計

純委託費

現場管理費 式 1

業務委託原価

一般管理費 式 1

業務委託価格

令和９年度内訳書



令和９年度内訳明細書1/2

委託要員費
内訳明細書

1式 第1号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

特殊作業員 平日 人日 243日×2人

特殊運転手 平日 人日 243日×2人

一般運転手 平日 人日 243日×2人

特殊作業員 休日 人日 123日×1人

特殊運転手 休日 人日 123日×1人
業務統括員

（土木一般世話役） 平日 人日 243日×1人
受付員

（軽作業員） 休日 人日 123日×1人

計

機械損料
内訳明細書

1式 第2号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

トラック 1.5ｔ 台 2 1

ダンプトラック 3.0ｔ 台 2 2
排出ガス対策型

バックホウ 0.1m3 台 2 3

ホイールローダー ホイール型0.34m3 台 1 4

タンパ及びランマー 60～100kg 台 2 5
油圧・走行式

コンクリートカッター ブレード径45cm 台 2 6

工事用水中ポンプ 口径50mm、揚程10m 台 2 7

発動発電機 3KVA 台 2 8

削岩機 台 2 9
(エンジン駆動)

高圧洗浄機 27～29 ℓ/min 台 1 ノズル及び給水タンクの損料含む 10

ライトバン 二輪駆動　排気量1.5L 台 1 11

計



令和９年度内訳明細書2/2

機械燃料費
内訳明細書

1式 第3号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

トラック 1.5ｔ 台 2 12

ダンプトラック 3.0ｔ 台 2 13
排出ガス対策型

バックホウ 0.1m3 台 2 14

ホイールローダー ホイール型0.34m3 台 1 15

タンパ及びランマー 60～100kg 台 2 16
油圧・走行式

コンクリートカッター ブレード径45cm 台 2 17

発動発電機 3KVA 台 2 18
(エンジン駆動)

高圧洗浄機 27～29 ℓ/min 台 1 19

ライトバン 二輪駆動　排気量1.5L 台 1 20

計

安全費
内訳明細書

1式 第4号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

交通整理員 人 243

計



トラック損料 1.5ｔ 一位代価表 １台・1年 第1号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

トラック 1.5ｔ 台 366

○積算根拠
1

年間標準供用日数

91% + 40% 1
12.5年 196

※1年間＝366日

ダンプトラック損料 3.0ｔ 一位代価表 １台・1年 第2号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

ダンプトラック 3.0ｔ 台 366

○積算根拠
1

年間標準供用日数

91% + 40% 1
12.5年 196

※1年間＝366日

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ ＋ 13% )           × 

＝ 円

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ ＋ 13% )           × 

＝ 円



バックホウ 0.1m3 一位代価表 １台・1年 第3号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

排出ガス対策型
バックホウ 0.1m3 台 366

○積算根拠
1

年間標準供用日数

86% + 25% 1
10.0年 160

※1年間＝366日

ホイールローダー 0.34m3 一位代価表 １台・1年 第4号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

ホイール型
0.34m3 台 366

○積算根拠
1

年間標準供用日数

86% + 45% 1
12.0年 170

※1年間＝366日

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ + 10% )           × 

＝ 円

ホイールローダー

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ + 10% )           × 

＝ 円



タンパ及びランマー 60～100kg 一位代価表 １台・1年 第5号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

タンパ及びランマー 60～100kg 台 366

○積算根拠
1

年間標準供用日数

93% + 35% 1
6.0年 120

※1年間＝366日

コンクリートカッター ブレード径45～56cm 一位代価表 １台・1年 第6号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

油圧・走行式
コンクリートカッター ブレード径45cm 台 366

○積算根拠
1

年間標準供用日数

93% + 35% 1
7.5年 100

※1年間＝366日

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ + 8% )           × 

＝ 円

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ + 8% )           × 

＝ 円



工事用水中ポンプ 口径50mm、揚程10m
一位代価表 １台・1年 第7号

名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

工事用水中ポンプ 口径50mm、揚程10m 台 366

○積算根拠
1

年間標準供用日数

92% + 115% 1
10.5年 140

※1年間＝366日

発動発電機 3KVA 一位代価表 １台・1年 第8号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

発動発電機 3KVA 台 366

○積算根拠
1

年間標準供用日数

92% + 45% 1
8.5年 196

※1年間＝366日

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ + 8% )           × 

＝ 円

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ + 8% )           × 

＝ 円



削岩機 一位代価表 １台・1年 第9号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

削岩機 台 366

○積算根拠
1

年間標準供用日数

93% + 40% 1
5.5年 140

※1年間＝366日

高圧洗浄機 (エンジン駆動) 一位代価表 １台・1年 第10号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

(エンジン駆動)
高圧洗浄機 27～29ℓ/min 台 366

○積算根拠
1

年間標準供用日数

93% + 125% 1
11.0年 196

※1年間＝366日

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）×

＝ 円× （ + 8% )           × 

＝ 円

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）×

＝ 円× （ + 8% )           × 

＝ 円



ライトバン 一位代価表 １台・1年 第11号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

ライトバン 二輪駆動 台 366

○積算根拠
1

年間標準供用日数

93% + 40% 1
8.5年 196

※1年間＝366日

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）×

＝ 円× （ + 40% )           × 

＝ 円



トラック 1.5ｔ 一位代価表 １台・1年 第12号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

トラック 1.5ｔ 台 1

○積算根拠
年間燃料費＝ 年間運転時間 × × 軽油燃料費

＝ 392　h/年 × × 円/l
＝ 円/年

ダンプトラック 3.0ｔ 一位代価表 １台・1年 第13号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

ダンプトラック 3.0ｔ 台 1

○積算根拠
年間燃料費＝ 年間運転時間 × × 軽油燃料費

＝ 392　h/年 × × 円/l
＝ 円/年

バックホウ 0.1m3 一位代価表 １台・1年 第14号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

排出ガス対策型
バックホウ 0.1m3 台 1

○積算根拠
年間燃料費＝ 年間運転時間 × × 軽油燃料費

＝ 320　h/年 × × 円/l
＝ 円/年

ホイールローダー 0.34m3 一位代価表 １台・1年 第15号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

ホイール型
ホイールローダー 0.34m3 台 1

○積算根拠
年間燃料費＝ 年間運転時間 × × 軽油燃料費

＝ 340　h/年 × × 円/l
＝ 円/年

燃費
2.5　l/h

燃費
4.2　l/h

燃費
2.9　l/h

燃費
3　l/h



タンパ及びランマー 60～100kg 一位代価表 １台・1年 第16号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

タンパ及びランマー 60～100kg 台 1

○積算根拠
年間燃料費＝ 年間運転時間 × × ガソリン単価

＝ 120　h/年 × × 円/l
＝ 円/年

コンクリートカッター ブレード径45～56cm 一位代価表 １台・1年 第17号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

油圧・走行式
コンクリートカッター ブレード径45cm 台 1

○積算根拠
年間燃料費＝ 年間運転時間 × × ガソリン単価

＝ 50　h/年 × × 円/l
＝ 円/年

発動発電機 3KVA 一位代価表 １台・1年 第18号

名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

発動発電機 3KVA 台 1

○積算根拠

年間燃料費＝ 年間運転時間 × × ガソリン単価

＝ 392　h/年 × × 円/l

＝ 円/年

高圧洗浄機 (エンジン駆動) 一位代価表 １台・1年 第19号

名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

(エンジン駆動)

高圧洗浄機 27～29 ℓ/min 台 1

○積算根拠

年間燃料費＝ 年間運転時間 × × ガソリン単価

＝ 196　h/年 × × 円/l

＝ 円/年

燃費
1.2　l/h

燃費
2　l/h

燃費

1.7　l/h

燃費

1.1　l/h



ライトバン 一位代価表 １台・1年 第20号

名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

ライトバン 排気量1.5l 台 1

○積算根拠

年間燃料費＝ 年間運転時間 × × ガソリン単価

＝ 392　h/年 × × 円/l

＝ 円/年

燃費

2.7　l/h



内　訳　表
(R10)



費目 工種 種別 細別 単位 数量 単価 金額 摘要

保守管理

業務委託費

直接業務費

委託要員費 式 1 第1号内訳明細書

機械損料 式 1 第2号内訳明細書

機械燃料費 式 1 第3号内訳明細書

安全費 式 1 第4号内訳明細書

直接業務費計

共通仮設費

共通仮設費 式 1

共通仮設費計

純委託費

現場管理費 式 1

業務委託原価

一般管理費 式 1

業務委託価格

令和10年度内訳書



令和10年度内訳明細書1/2

委託要員費
内訳明細書

1式 第1号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

特殊作業員 平日 人日 242日×2人

特殊運転手 平日 人日 242日×2人

一般運転手 平日 人日 242日×2人

特殊作業員 休日 人日 123日×1人

特殊運転手 休日 人日 123日×1人
業務統括員

（土木一般世話役） 平日 人日 242日×1人
受付員

（軽作業員） 休日 人日 123日×1人

計

機械損料
内訳明細書

1式 第2号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

トラック 1.5ｔ 台 2 1

ダンプトラック 3.0ｔ 台 2 2
排出ガス対策型

バックホウ 0.1m3 台 2 3

ホイールローダー ホイール型0.34m3 台 1 4

タンパ及びランマー 60～100kg 台 2 5
油圧・走行式

コンクリートカッター ブレード径45cm 台 2 6

工事用水中ポンプ 口径50mm、揚程10m 台 2 7

発動発電機 3KVA 台 2 8

削岩機 台 2 9
(エンジン駆動)

高圧洗浄機 27～29 ℓ/min 台 1 ノズル及び給水タンクの損料含む 10

ライトバン 二輪駆動　排気量1.5L 台 1 11

計



令和10年度内訳明細書2/2

機械燃料費
内訳明細書

1式 第3号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

トラック 1.5ｔ 台 2 12

ダンプトラック 3.0ｔ 台 2 13
排出ガス対策型

バックホウ 0.1m3 台 2 14

ホイールローダー ホイール型0.34m3 台 1 15

タンパ及びランマー 60～100kg 台 2 16
油圧・走行式

コンクリートカッター ブレード径45cm 台 2 17

発動発電機 3KVA 台 2 18
(エンジン駆動)

高圧洗浄機 27～29 ℓ/min 台 1 19

ライトバン 二輪駆動　排気量1.5L 台 1 20

計

安全費
内訳明細書

1式 第4号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

交通整理員 人 242

計



トラック損料 1.5ｔ 一位代価表 １台・1年 第1号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

トラック 1.5ｔ 台 365

○積算根拠
1

年間標準供用日数

91% + 40% 1
12.5年 196

※1年間＝365日

ダンプトラック損料 3.0ｔ 一位代価表 １台・1年 第2号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

ダンプトラック 3.0ｔ 台 365

○積算根拠
1

年間標準供用日数

91% + 40% 1
12.5年 196

※1年間＝365日

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ ＋ 13% )           × 

＝ 円

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ ＋ 13% )           × 

＝ 円



バックホウ 0.1m3 一位代価表 １台・1年 第3号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

排出ガス対策型
バックホウ 0.1m3 台 365

○積算根拠
1

年間標準供用日数

86% + 25% 1
10.0年 160

※1年間＝365日

ホイールローダー 0.34m3 一位代価表 １台・1年 第4号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

ホイール型
0.34m3 台 365

○積算根拠
1

年間標準供用日数

86% + 45% 1
12.0年 170

※1年間＝365日

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ + 10% )           × 

＝ 円

ホイールローダー

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ + 10% )           × 

＝ 円



タンパ及びランマー 60～100kg 一位代価表 １台・1年 第5号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

タンパ及びランマー 60～100kg 台 365

○積算根拠
1

年間標準供用日数

93% + 35% 1
6.0年 120

※1年間＝365日

コンクリートカッター ブレード径45～56cm 一位代価表 １台・1年 第6号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

油圧・走行式
コンクリートカッター ブレード径45cm 台 365

○積算根拠
1

年間標準供用日数

93% + 35% 1
7.5年 100

※1年間＝365日

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ + 8% )           × 

＝ 円

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ + 8% )           × 

＝ 円



工事用水中ポンプ 口径50mm、揚程10m
一位代価表 １台・1年 第7号

名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

工事用水中ポンプ 口径50mm、揚程10m 台 365

○積算根拠
1

年間標準供用日数

92% + 115% 1
10.5年 140

※1年間＝365日

発動発電機 3KVA 一位代価表 １台・1年 第8号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

発動発電機 3KVA 台 365

○積算根拠
1

年間標準供用日数

92% + 45% 1
8.5年 196

※1年間＝365日

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ + 8% )           × 

＝ 円

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）　×

＝ 円× （ + 8% )           × 

＝ 円



削岩機 一位代価表 １台・1年 第9号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

削岩機 台 365

○積算根拠
1

年間標準供用日数

93% + 40% 1
5.5年 140

※1年間＝365日

高圧洗浄機 (エンジン駆動) 一位代価表 １台・1年 第10号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

(エンジン駆動)
高圧洗浄機 27～29ℓ/min 台 365

○積算根拠
1

年間標準供用日数

93% + 125% 1
11.0年 196

※1年間＝365日

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）×

＝ 円× （ + 8% )           × 

＝ 円

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）×

＝ 円× （ + 8% )           × 

＝ 円



ライトバン 一位代価表 １台・1年 第11号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

ライトバン 二輪駆動 台 365

○積算根拠
1

年間標準供用日数

93% + 40% 1
8.5年 196

※1年間＝365日

償却費率+維持修理費率
標準使用年数

基礎価格 ×　（ ＋ 年間管理費率）×

＝ 円× （ + 40% )           × 

＝ 円



トラック 1.5ｔ 一位代価表 １台・1年 第12号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

トラック 1.5ｔ 台 1

○積算根拠
年間燃料費＝ 年間運転時間 × × 軽油燃料費

＝ 392　h/年 × × 円/l
＝ 円/年

ダンプトラック 3.0ｔ 一位代価表 １台・1年 第13号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

ダンプトラック 3.0ｔ 台 1

○積算根拠
年間燃料費＝ 年間運転時間 × × 軽油燃料費

＝ 392　h/年 × × 円/l
＝ 円/年

バックホウ 0.1m3 一位代価表 １台・1年 第14号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

排出ガス対策型
バックホウ 0.1m3 台 1

○積算根拠
年間燃料費＝ 年間運転時間 × × 軽油燃料費

＝ 320　h/年 × × 円/l
＝ 円/年

ホイールローダー 0.34m3 一位代価表 １台・1年 第15号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

ホイール型
ホイールローダー 0.34m3 台 1

○積算根拠
年間燃料費＝ 年間運転時間 × × 軽油燃料費

＝ 340　h/年 × × 円/l
＝ 円/年

燃費
2.5　l/h

燃費
4.2　l/h

燃費
2.9　l/h

燃費
3　l/h



タンパ及びランマー 60～100kg 一位代価表 １台・1年 第16号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

タンパ及びランマー 60～100kg 台 1

○積算根拠
年間燃料費＝ 年間運転時間 × × ガソリン単価

＝ 120　h/年 × × 円/l
＝ 円/年

コンクリートカッター ブレード径45～56cm 一位代価表 １台・1年 第17号
名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

油圧・走行式
コンクリートカッター ブレード径45cm 台 1

○積算根拠
年間燃料費＝ 年間運転時間 × × ガソリン単価

＝ 50　h/年 × × 円/l
＝ 円/年

発動発電機 3KVA 一位代価表 １台・1年 第18号

名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

発動発電機 3KVA 台 1

○積算根拠

年間燃料費＝ 年間運転時間 × × ガソリン単価

＝ 392　h/年 × × 円/l

＝ 円/年

高圧洗浄機 (エンジン駆動) 一位代価表 １台・1年 第19号

名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

(エンジン駆動)

高圧洗浄機 27～29 ℓ/min 台 1

○積算根拠

年間燃料費＝ 年間運転時間 × × ガソリン単価

＝ 196　h/年 × × 円/l

＝ 円/年

燃費
1.2　l/h

燃費
2　l/h

燃費

1.7　l/h

燃費

1.1　l/h



ライトバン 一位代価表 １台・1年 第20号

名称 形状・寸法・規格 単位 数量 単価 金額 備考 代価番号

ライトバン 排気量1.5l 台 1

○積算根拠

年間燃料費＝ 年間運転時間 × × ガソリン単価

＝ 392　h/年 × × 円/l

＝ 円/年

燃費

2.7　l/h



特 記 仕 様 書 

 

（総則） 

第１条 発注者及び受注者は、春日部市業務委託標準契約約款に定めるもののほか、本特記仕様書に

基づき業務を履行しなければならない。 

 

（目的） 

第２条 本仕様書は、水道施設保守管理業務委託（令和8年度）（以下「本業務委託」という。）に適

用するものであり、業務を適正かつ円滑に実施するため、業務委託契約書及び業務委託仕様書の内

容について、統一的な解釈及び運用を図るとともに、その他必要な事項を定め、契約の適正な履行

を図るために定めるものである。 

 

（業務範囲） 

第３条 本業務委託の業務範囲は、春日部市水道事業給水区域内及び市外給水箇所とする。 

 

（法令の遵守） 

第４条 本業務委託の履行にあたり、労働基準法、職業安定法、労働者災害補償保険法、水道法の他、

関係法令及び春日部市水道事業の条例規則等を遵守しなければならない。 

 

（提出書類） 

第５条 受注者は、次の各号に掲げる書類を発注者に遅滞なく提出しなければならない。 

（１） 身分証明書発行願 

（２） 指定様式による書類 

・水道施設保守管理業務委託要員勤務予定表（前月の２０日まで）･･･別紙１ 

・要員の変更届                       ･･･別紙２ 

（変更しようとする５日前まで、ただし、緊急の場合は、この限りでない）                     

・水道施設保守管理業務委託報告書（翌月５日以内）      ･･･別紙３ 

・水道施設保守管理業務委託日報（施工後３日以内）      ･･･別紙４ 

・水道施設保守管理業務委託休日日報（施工後３日以内）    ･･･別紙５ 

・水道施設保守管理業務委託夜間日報（施工後３日以内）    ･･･別紙６ 

（３） その他発注者が指示する書類 

 

（安全管理） 

第６条 本業務委託の履行に当たり、安全管理に必要な措置を講じ、労働災害の発生の防止に努めな

ければならない。 

２ 修繕等を行う際に他の工事等がある場合は、常に協力して安全管理に支障がないように措置を講

ずること。 

３ 受注者は、常に地下埋設物の状況を正確に把握して、業務を遂行しなければならない。 

 



 

（業務従事者の資質向上） 

第７条 受注者は、本業務委託を達成するため、常に委託内容を把握し、新しい技術の修得に努めな

ければならない。 

 

（受注者の義務） 

第８条 受注者は、迅速かつ安全、確実に修繕等を行い、二次的災害の防止や節水及び市民サービス

の向上を図ること。 

２ 受注者は、発注者が発行した身分証明書を常に携帯し、住民等からの求めに応じ提示すること。

なお、受注者は本業務委託以外の用でこの身分証明書を使用してはならない。 

３ 受注者は、本業務委託における修繕等において、公・私道上及び私有地内へ立ち入っての作業と

なることから周辺住民及び交通等へ適切に対応すること。 

 

（官公署等への諸手続） 

第９条 受注者は、官公署等への諸手続において発注者と事前に協議したうえで、申請及び届出を行

うこと。 

 

（配置要員及び資格要件等） 

第１０条 受注者は、以下の要員を配置し発注者の承認を受けること。 

（１） 配置要員 

要員は、平日８名（業務統括員１名、特殊作業員、特殊運転手、一般運転手の３名１組

で２班、交通誘導員１名）とする。休日等は、３名（特殊作業員１名、特殊運転手１名、

受付員１名）とする。夜間は、受付員１名とする。 

（２） 資格要件 

業務統括員は、上水道配管工事及び土木工事に精通した者とし、特殊作業員は、上水道

配管工事及び土木工事に精通した者とすること。 

（３） その他 

業務時間中は、路上での喫煙や飲酒をしてはならない。 

 

（業務内容） 

第１１条 受注者は、次の各号のとおりに業務を遂行しなければならない。 

（１） 履行期間 

履行期間は、令和９年４月１日から令和１１年３月３１日までとする。なお休日は、土

曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始とし、年末年始とは、１２月２９日から１月３日ま

でをいう。 

（２） 委託時間 

ア 全日昼間 

午前８時３０分から午後５時１５分までとする。ただし、規定する午後５時１５分前に

着手したものが完了しない時は、その修繕等を継続し、完了するまでの時間とする。 

イ 全日夜間 



午後５時１５分から翌朝の午前８時３０分までとする。以下、上記のただし書きを準用

する。 

（３） 配置要員の作業内容等 

   ア 業務統括員 

     業務全体の統括、修繕現場における断水の必要性の判断、発注者の指示・監督のもとで 

行う弁開閉作業および現場と連絡を密にして発注者との連携を行う。また、断水時間や場 

所及び原因等の周辺住民への通知などを行う。 

   イ 特殊作業員 

     導・送・配・給水管の漏水修繕作業等を行う。 

   ウ 特殊運転手 

     特殊車両の運転操作と現場への安全な機材搬送、作業支援等を行う。 

   エ 一般運転手 

     資材や機材の運搬、安全運転と車両点検等を行う。 

   オ 交通誘導員 

     工事現場等で歩行者や車両の安全な通行の誘導等を行う。 

   カ 受付員 

     通報の電話対応などを行う。 

（４） 現場での作業内容等 

受注者は、次に掲げる業務及びこれに付随する一切の業務を行うこと。 

ア 導・送・配・給水管の漏水修繕及び洗浄作業。 

修繕範囲は、公・私道内の導・送・配水管及び配水管分岐部分から宅内量水器二次側取

り付け部分までの給水装置とする。 

イ 公・私道内において、諸工事に支障をきたす配・給水管等の切回修繕。 

ウ 公・私道内に取り付けてある制水弁筺室の嵩上げ・下げ修繕。 

エ 不動量水器（不動、破損など）の取替え。 

オ 水道施設や給水装置の修繕受付（休日等や夜間も含む）、調査及び連絡。 

カ 夜間及び休日等の漏水において、春日部市役所本庁警備室からの連絡を受けた際は、依

頼者（市民）と連絡を取り現地及び漏水状況を確認し、必要に応じて発注者に連絡するこ

と。 

キ 夜間及び休日等の漏水において緊急を要する場合は、修繕区分に基づき修繕依頼を行う

こと。 

量水器から宅地側の漏水修繕は、春日部市管工事業協同組合とする。ただし、マンショ

ン等に受水槽がある場合で、第１バルブ以降の給水装置及び付属施設の修繕は、マンショ

ン管理会社又は春日部市管工事業協同組合とする。 

ク 不断水バルブ設置に伴う掘削及び埋戻し作業。 

ケ 漏水等による二次災害の防止。 

コ 夜間及び休日等に断水等でバルブ操作の必要がある場合は、上下水道部の休日夜間緊急

連絡表の当番職員、又は工務課の指定する職員へ連絡すること。 

サ 修繕業務等が比較的少ない閑暇時は、水道施設保守管理事務所内の除草及び軽微な補修

等を行うこと。 



シ その他、水道使用者から依頼のあった事項の処理。 

（５） 現場対応及び業務連絡 

受注者は、発注者の立ち会いのもと、発注者の指示及び監督に従い修善及び弁栓類の開

栓業務を履行するものとする。なお、受注者は、現場に出向く際は、携帯電話を携帯して

発注者と連絡を密にすること。 

 

ア  断水対応 

①  業務統括員は、その修繕において配・給水管の断水の必要性を判断し、必要と判

断する場合は、発注者の指示を受けて対応すること。 

②  受注者は、配・給水管の断水を必要とする場合、弁栓類の位置及び断水区域等を

調査し弁開閉作業を行うこと。弁栓類の開閉にあたっては、ウォーターハンマー等

で二次災害のない様に慎重に行うこと。 

③  修繕後の弁栓類の開度は、修繕前の開度状態に戻すこと。なお、締め切り弁につ

いては、発注者と協議し決定すること。 

④  断水時間や場所及び原因等を周辺住民に周知すること。断水区域が広範囲になる場

合は、発注者に連絡して承認を得ること。 

イ 洗管作業及び洗浄・清掃 

宅地内の量水器手前を修繕した場合は、量水器をはずして洗管作業を行うこと。また、

公・私道内の配・給水管等を修繕した場合は、排泥管、消火栓又は修繕最後の接続箇所で

行うこと。 

作業に当たり周辺施設や道路その他の工作物を汚損することがないようにすること。なお汚

損させた場合は洗浄、清掃すること。 

ウ 非常時の措置 

受注者は、修繕中等に非常事態の発生若しくはその恐れがあるときは、直ちに発注者に報

告するとともに適切な措置をとること。 

（４） 使用機材 

受注者は、使用する機材を常に点検し、適正な機能を発揮できるよう十分な整備をする

こと。修繕及び開閉栓作業に要する車両・機械器具・配管材料・路面等の復旧材・標識・

その他、燃料・通信機器・消耗品等は、受注者が用意して使用すること。ただし、配管材

料のうち、発注者の指示するものは支給材を使用するものとする。 

 

（待機場所） 

第１２条 受注者の待機場所は、春日部市大沼六丁目７７番地の水道施設保守管理事務所とする。た

だし、夜間については自宅待機とする。 

（１） 火気の取扱い 

ガス器具および暖房器具等は、責任を持って点検し火災予防に努めること。 

（２） 休日等（土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始）の連絡及び点検 

休日等は、始業時及び終業時に警備室に連絡をすること。特に終了時には、連絡事項を

報告し、火気及び窓の鍵等を点検すること。 

（３） 受注者の駐車場 



受注者の駐車場は、水道施設保守管理事務所敷地内とし、他の車両及び資材の搬入搬出

に支障のない場所とすること。なお、発注者は、駐車中における材料機器等の盗難又は損

傷について一切その責任を負わない。 

 

（地震等災害時の対応） 

第１３条 受注者は、地震等災害時において、春日部市水道事業危機管理マニュアルに基づく上下水

道部の構成要員として協力すること。また、必要に応じ発注者より要請があった場合は、必要数の

要員をもって協力すること。なお、費用は別途、発注者と受注者で協議するものとする。 

 

（成果物の提出） 

第１４条 受注者は、本業務委託に要した材料（配管材・路面復旧材等）及び残土処理等（残土・Ｃ

ｏガラ・Ａｓガラ）を発注者の指定する修繕日報に記載して修繕写真を添付し、翌月の５日までに

発注者に提出し確認を受けること。 

２ 国県道の修繕写真は修繕日報に１部添付し、その他国・県への報告書用に各２部添付して報告するこ

と。 

 

（材料及び残土処理等の支払） 

第１５条 受注者は、前条第１項の確認を受けたのち当該月分を合計すること。材料は、発注者の指

定する手続きにより翌月の１０日までに請求するものとする。残土処理等は、６か月ごとに発注者

の指定する手続きにより翌月の１０日までに請求するものとする。発注者は、その請求があったと

きは、月末までに受注者に支払いを行うものとする。 

 

（委託金額の支払） 

第１６条 委託料の請求および支払いは、次の各号のとおりに行うものとする。 

（１） 委託料の支払いは月額払いとする。 

（２） 一月あたりの支払金額は、契約金額を１２（月）で除した額とし、その額に１円未満の端数

が生じる場合は、最終支払月で調整する。 

（３） 委託料の年額は契約金額を２（年）で除した金額とし、その額に１円未満の端数が生じる場

合は、初年度で調整する。 

（４） 受注者は、当該月分の請求額を翌月１０日までに請求するものとし、発注者は、翌月末日ま

でに受注者に支払うものとする。 

（５） 夜間の修繕料は、委託金額とは別に修繕伝票により毎月支払いするものとする。なお、修繕

料の単価は、該当年度の維持修繕単価契約書によるものとする。 

 

 （賃金又は物価の変動に基づく契約金額の変更） 

第１７条 予期することのできない特別の事情により、履行期間内に日本国内において急激なインフ

レーション又はデフレーションが生じ、契約金額が著しく不適当となったときは、発注者又は受注

者は、賃金又は物価の変動に基づく契約金額の変更に関する特約条項に基づき、契約金額の変更を

請求することができる（「賃金又は物価の変動に基づく契約金額の変更に関する特約条項」参照）。 

 



（業務の引継） 

第１８条 受注者は、前受注者から業務内容の引継ぎを行うものとする。業務引継ぎに要する費用は、

受注者が負担するものとし、令和９年３月３１日までに完了させること。 

 

（疑義に関する協議） 

第１９条 本仕様書に定めのない事項又は疑義が生じたときは、発注者と受注者で協議のうえ定める

ものとする。ただし、当然必要と認められる軽微なものについては、発注者の指示に従うものとす

る。 



住所　　

受注者

氏名　　

休日等 夜間

（別紙1）
水道施設保守管理業務委託要員勤務予定表

春日部市水道事業管理者　あて

受付員氏名
月 日 曜日 要員氏名（班名）



（別紙２）

住所

　　　　　　　　受注者　　　　　　　

氏名

勤務予定日 氏名（変更前） 氏名（変更後）

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

要員の変更届

春日部市水道事業管理者　あて

下記のとおり、要員を変更いたします。



（別紙３）

春日部市水道事業管理者　あて

　　　　　住所

受注者

　　　　　氏名

    　　令和　　年　　月分を下記のとおり報告いたします。

作業日 要員氏名もしくは班名 業務内容

　日

（　　）

水道施設保守管理業務委託報告書

　日

（　　）

　日

（　　）



（別紙４）

春日部市水道事業管理者　あて

下記のとおり 令和　　年　　月　　日分の業務が完了したので報告します。

電話

住宅地図Ｐ　　　-　　　-

要員(班名)

：

～

：

Φ　　㎜

ＶＰ・ＤＩＰ
ＡＣＰ・ＳＰ
ＰＥ　他

：

～

：

Φ　　㎜

ＶＰ・ＤＩＰ
ＡＣＰ・ＳＰ
他

：

～

：

Φ　　㎜

ＶＰ・ＤＩＰ
ＡＣＰ・ＳＰ
他

施工時間 口径・管種 修繕内容及び備考

住所

氏名

氏名

電話

住宅地図Ｐ　　　-　　　-

要員(班名)

施工場所

施工場所 施工時間 口径・管種 修繕内容及び備考

住所

住所

氏名

電話

住宅地図Ｐ　　　-　　　-

要員(班名)

要員(班名)

施工場所 施工時間 口径・管種 修繕内容及び備考

水道施設保守管理業務委託日報

　令和   年　　月　　日（　）天気

業務統括員 印　



（別紙５）

下記のとおり 令和　　年　　月　　日分の業務が完了したので報告します。

電話

住宅地図Ｐ　　　-　　　-

要員氏名

：

～

：

Φ　　㎜

ＶＰ・ＤＩＰ
ＡＣＰ・ＳＰ
ＰＥ　他

：

～

：

Φ　　㎜

ＶＰ・ＤＩＰ
ＡＣＰ・ＳＰ
ＰＥ　他

：

～

：

Φ　　㎜

ＶＰ・ＤＩＰ
ＡＣＰ・ＳＰ
ＰＥ　他

施工時間 口径・管種 修繕内容及び備考

住所

氏名

氏名

電話

住宅地図Ｐ　　　-　　　-

要員氏名

施工場所

施工場所 施工時間 口径・管種 修繕内容及び備考

住所

住所

氏名

電話

住宅地図Ｐ　　　-　　　-

要員氏名

要員氏名

施工場所 施工時間 口径・管種 修繕内容及び備考

水道施設保守管理業務委託休日日報

　令和   年　　月　　日（　）天気

受付員 印　

春日部市水道事業管理者　あて



（別紙６）

春日部市水道事業管理者　あて

下記のとおり 令和　　年　　月　　日分の業務が完了したので報告します。

電話

住宅地図Ｐ　　　-　　　　-

要員氏名

：

～

：

Φ　　㎜

ＶＰ・ＤＩＰ
ＡＣＰ・ＳＰ
ＰＥ　他

※受付員の実働時間を記入すること

：

～

：

Φ　　㎜

ＶＰ・ＤＩＰ
ＡＣＰ・ＳＰ
ＰＥ　他

※受付員の実働時間を記入すること

：

～

：

Φ　　㎜

ＶＰ・ＤＩＰ
ＡＣＰ・ＳＰ
ＰＥ　他

※受付員の実働時間を記入すること

施工時間 口径・管種 修繕内容及び備考

住所

氏名

氏名

電話

住宅地図Ｐ　　　-　　　　-

要員氏名

施工場所

施工場所 施工時間 口径・管種 修繕内容及び備考

住所

住所

氏名

電話

住宅地図Ｐ　　　-　　　　-

要員氏名

要員氏名

施工場所 施工時間 口径・管種 修繕内容及び備考

水道施設保守管理業務委託夜間日報

　令和   年　　月　　日（　）天気

受付員 印　



 
賃金又は物価の変動に基づく契約金額の変更に関する特約条項 

 
第１条 予期することのできない特別の事情により、履行期間内に日本国内において急激な

インフレーション又はデフレーションが生じ、契約金額が著しく不適当となったときは、
発注者又は受注者は、契約金額の変更を請求することができる。 

 
第２条 前条の対象とする費用等については以下のとおりとする。 

費用 物価指数等 
変動後の単価の 
適用年月 

請求可能年月 

人件費 
埼玉県土木工事設計
単価表の変動率 

令和 9 年３月 契約日以降 

人件費 
埼玉県土木工事設計
単価表の変動率 

令和 10 年３月 令和 10 年３月 

 
第３条 発注者又は受注者は第１条の規定による請求があったときは、変動前残契約金額

（契約金額から当該請求時の出来形数量に相応する額を控除した額をいう。以下この条
において同じ。）と変動後残契約金額（変動後の賃金又は物価を基礎として算出した変動
前残契約金額に相応する額をいう。）との差額につき、契約金額の変更の協議に応じなけ
ればならない。 

 
第４条 契約金額の変更額については、第２条に基づき、発注者と受注者とが協議して定め

る。ただし、協議開始日から 14 日以内に協議が整わない場合にあっては、発注者が定め、
受注者へ通知する。 

 
第５条 前条の協議開始日については、発注者が受注者の意見を聴いて定め、受注者へ通知

しなければならない。ただし、発注者が第１条の請求を行った日又は受けた日から７日以
内に協議開始日を通知しない場合には、受注者は、協議開始日を定め、発注者へ通知する
ことができる。 

 
第６条 その他、必要な事項については、契約書および「委託契約におけるスライド条項の
運用に関する基準（埼玉県総務部入札課）」をもとに、発注者と受注者が協議のうえ決定す
る。 
 


